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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 708ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度中央公園の利用者数にキャンプ利用者数を含めたため、鳥インフルエンザ（Ｈ19.1～2）、口蹄疫（Ｈ22.3～7）、新燃岳噴火（Ｈ23.1）などの外的要因もあり、キャンプ利用者数が大幅に減少した。目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

43.7

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路事業（都市計画街路線他９路線）、公園（中央公園）

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

％ 20.3 H17 25.0

4.47

H24

36,929

11,829

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

道路整備の不満足度 ％ 26.5 H17 21.0

なし

1年以内の
達成見込み

8.3

フォローアップ
予定時期

まちづくりの目標達成度の検証を目的とした調査が必要であるた
め。

目標
達成度

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

中央公園の利用者数 人/年 50,500 H18 55,000 H23

H24

○

指標1

指　標

指標２

健康・福祉サービスに関す
る満足度

指標３

△

○

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

安心・安全のための環境
整備に対する満足度

ポイント － －

その他の
数値指標３

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

4.20

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

公園内の施設が充実し質が高まったこと
で、利用者の満足度が高まった。

地域活性化拠点強化に対
する満足度

ポイント － －

車道及び歩道など、一体的な整備が進め
られたことにより、満足度増に繋がった。

 ５）実施過程の評価

なし

その他の
数値指標４

公園内の施設が充実し質が高まったこと
で、野球関連の公園利用者数増につな
がった。

中央公園の野球関連利用
者数

人/年 9,421 H18

地域創造支援事業（健康福祉センター整備事業）

新たに追加し
た事業

なし

事業活用調査（事業効果分析事業）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

今後も同様の事業を実施する際には、意見交換を実施し、市民の事業
に対する理解を深める。

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

道路事業（３路線）における意見交換
健康福祉センター整備事業における意見交換

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

ストレッチ教室や健康相談等を実施してい
ることから、利用者の健康に対する意識向
上や満足度増に繋がった。

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

10路線の歩道の改修や道路改良によっ
て、短期間に交通環境が改善されたこと
が、不満足度減につながった。

外的要因（鳥インフルエンザ、口蹄疫、新
燃岳噴火）による利用者数の減少や、評価
年度でキャンプが実施されなかったことな
どから、公園の利用者数が伸び悩んだ。

点在していた施設を集約し、健康福祉拠点
ができたことで、様々なサービスの利用促
進や満足度増に繋がった。

平成25年7月

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

なし

なし

数　　値

なし

なし

交付期間
の変更

792百万円
南郷
なんごう

中村
なかむら

地区
平成20年度～平成24年度 平成24年度事後評価実施時期

宮崎
みやざき

県 市町村名 日南市
に ち な ん し

交付対象事業費 国費率

健康福祉拠点に対する満
足度

ポイント － － 4.04

１



様式２－２　地区の概要

単位：％ 26.5 H17 21.0 H24 8 H24

単位：人/年 50,500 H18 55,000 H23 36,929 H23

単位：％ 20.3 H17 25.0 H24 43.7 H24

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

主な基盤整備は概ね達成されたことから、今後は社会基盤の適正な維持管理やソフト施策の展開が主な方策となる。
〈社会基盤の適正な維持管理に向けた方策〉
　・安全で快適な交通環境の改善が図られたため、この状態を維持するよう適正な管理を行う。
〈公共施設の利用者ニーズに対応したソフト施策の展開〉
　・健康福祉センターを更に有効に活用するため、健康・生きがいづくりを推進するソフト施策や広報活動を行う。
　・中央公園の利用者ニーズに対応した施設の充実・管理を行うとともに、野球関連施設利用者を増やすため、関連団体と連携して大会の誘致活動等を行う。
〈中央公園利用者を増加させるソフト施策の展開〉
　・プロ野球キャンプが実施されない場合における施設の利用促進のための対策を講じる。
　・日常的な施設利用者の増加を図るため、スポーツ振興施策の展開を検討する。

まちの課題の変化

・交通量の多い市道や児童・生徒の通学、高齢者が通行する公共施設付近の市道の改良・整備を行い、安全で快適な交通環境の改善が図られた。
・点在していた健康・福祉施設を集約し「健康福祉センター」を整備したことで、健康・福祉サービス及び健康福祉拠点に関する市民満足度の向上が図られた。
・地域の活性化拠点である中央公園の南郷スタジアムに判定表示板を設置したことで施設利用者満足度の向上が図られた。
・鳥インフルエンザや口蹄疫などの外的要因等によって低迷した中央公園利用者数の回復・向上を図る必要がある。

南郷中村地区（宮崎県日南市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値 目標値 評価値

安心、安全で快適に暮らせ、活力あるまちづくり
　目標１：道路事業により、傷みが激しく交通量の多い市道の改良を行い、安全で快適な通行の確保を図る。
　目標２：公共施設の改修・整備を図るとともに、その利活用を促進し、地域活性化を図る。

健康・福祉サービスに関する満足度

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

中央公園の利用者数

道路整備の不満足度

２


